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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第２四半期の業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 2,728 △2.4 411 △42.3 462 △38.8 356 △33.3 

26年３月期第２四半期 2,794 52.5 713 132.7 756 150.2 533 153.0 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 18.46 18.36 

26年３月期第２四半期 27.67 27.43 

（注）当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該
株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定し
ております。 
 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第２四半期 11,290 9,053 79.5 465.20 

26年３月期 11,399 9,192 80.2 473.61 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 8,981 百万円   26年３月期 9,141 百万円 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 0.00 － 25.00 25.00 

27年３月期 － 0.00      

27年３月期（予想）     － 25.00 25.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成27年３月期の業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 5,763 2.6 1,431 0.8 1,434 △2.9 1,003 △5.5 52.01 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無    
 

④  修正再表示                              ： 無    

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 19,309,800 株 26年３月期 19,301,600 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ － 株 26年３月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 19,304,826 株 26年３月期２Ｑ 19,292,442 株 

当社は平成25年７月１日付で普通株式１株を200株とする株式分割を行っており、26年３月期第２四半期の期中平

均株式数（四半期累計期間）は、当該分割が当事業年度の期首に行われたと仮定して算定しております。 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きが完了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる業績予想のご利用にあたっての注意事項

等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日本銀行による金融緩和策を背景に企業収

益が改善し、景気は緩やかな回復基調で推移しております。一方、消費税率引き上げに伴う個人消費への影響や急

激な円安による原材料価格の上昇などの懸念材料があり、依然として不透明な状況にあります。 

 医薬品業界におきましては、後発品の普及促進、長期収載品の薬価引き下げ等の医療費抑制政策により引き続き 

厳しい状況にあり、新薬開発が一層重要な課題となっております。 

 このような状況のもと、当社は製品価値の最大化に向けた販路の再構築や眼科・皮膚科領域における新薬の創出 

を目指し、積極的に事業活動に取り組みました。 

 当第２四半期累計期間の売上高は、日本においてAMITIZA®カプセルの販売が堅調に推移しているものの、米国向

けの納品の一部が第３四半期会計期間となったことに加え、米国向けレスキュラ®点眼液の出荷が無かったこと等

の理由により、2,728百万円（前年同期比2.4％減）となりました。 

 利益面におきましては、上記理由に加え、網膜色素変性（当社開発コード：UF-021）に対する第３相臨床試験や

重症ドライアイ（当社開発コード：RU-101）に対する第１／２相臨床試験が順調に進んでいることに加え、アトピ

ー性皮膚炎や乾癬等の皮膚疾患（当社開発コード：RTU-1096）に対する第１相臨床試験を開始したこと等により、

研究開発費が902百万円（同39.4％増）となったため、営業利益は411百万円（同42.3％減）、経常利益は462百万

円（同38.8％減）、四半期純利益は356百万円（同33.3％減）となりました。 

 

事業部門別の状況は次のとおりであります。 

（レスキュラ®点眼液） 

＜日本市場＞ 

 当社の主力商品であるレスキュラ®点眼液は、製品価値の最大化に向け、販売先との共同プロモーションに注力 

し、次の施策を行っております。 

①緑内障の早期発見を目指して眼科医を対象に眼底読影勉強会を積極的に開催するとともに、製品説明会等を通 

じ、レスキュラ®点眼液の販売促進活動を行う 

②学会セミナーの開催や講演会記録集等の作成により製品特性等の情報提供を活発に行い、レスキュラ®点眼液の

認知度向上・普及促進活動に取り組む 

 上記①、②の施策を行っているものの、納品数量の減少や薬価改定の影響もあり、当第２四半期累計期間の売上

高は604百万円（同13.2％減）となりました。 

＜北米市場＞ 

 Sucampo AG がレスキュラ®点眼液の添付文書の記載内容を変更して再上市しておりましたが、平成26年11月７日

のSucampo Pharmaceuticals,Inc.の開示資料によると、北米向けのレスキュラについては、販売活動を行わないと

決定したことを発表しております。 

 

（AMITIZA®カプセル） 

＜北米市場＞ 

 当社は米国のSucampo Pharma Americas,Inc.との北米地域における独占的製造供給契約に基づき、慢性特発性便 

秘症、便秘型過敏性腸症候群、オピオイド誘発性便秘症治療薬の受託製造を行っております。 

 当第２四半期累計期間の売上高は、納品の一部が第３四半期会計期間となったこと等により、1,342百万円（同

14.1％減）となりました。 

＜日本市場＞ 

 日本市場におきましては、スキャンポ社との独占的製造供給契約に基づき、慢性便秘症（器質的疾患による便秘

を除く）治療薬の受託製造を行っております。 

 当第２四半期累計期間の売上高は、販売が堅調に推移しているため、716百万円（同98.8％増）となりました。 

 

（医薬品開発支援サービス） 

 医薬品開発支援サービスの当第２四半期累計期間の売上高は64百万円（同11.9％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期会計期間末における流動資産は8,986百万円となり、前事業年度末に比べ9百万円減少いたしまし

た。これは主に売掛金が103百万円、製品が98百万円、原材料及び貯蔵品が179百万円、その他に含まれる未収金が

28百万円増加したものの、現金及び預金が416百万円減少したことによるものであります。

 固定資産は2,304百万円となり、前事業年度末に比べ99百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が60

百万円減少したことによるものであります。

 この結果、総資産は11,290百万円となり、前事業年度末に比べ108百万円減少いたしました。

（負債） 

 当第２四半期会計期間末における流動負債は757百万円となり、前事業年度末に比べ149百万円減少いたしまし

た。これは主に買掛金が67百万円増加したものの、未払法人税等が208百万円減少したことによるものでありま

す。

 固定負債は1,480百万円となり、前事業年度末に比べ179百万円増加いたしました。これは主に長期借入金が226

百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は2,237百万円となり、前事業年度末に比べ30百万円増加いたしました。

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は9,053百万円となり、前事業年度末に比べ139百万円減少いたしま

した。これは主に、四半期純利益を356百万円計上したものの、剰余金の配当を482百万円行ったことや、その他有

価証券評価差額金が39百万円減少したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は79.5％（前事業年度末は80.2％）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年5月14日の決算短信で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,615,010 6,198,220 

売掛金 415,900 519,726 

製品 127,799 226,654 

仕掛品 1,126,444 1,115,483 

原材料及び貯蔵品 65,199 244,569 

その他 645,626 682,092 

流動資産合計 8,995,981 8,986,746 

固定資産    

有形固定資産 415,772 385,954 

無形固定資産 87,997 79,342 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,828,767 1,767,997 

その他 70,796 70,796 

投資その他の資産合計 1,899,563 1,838,794 

固定資産合計 2,403,333 2,304,092 

資産合計 11,399,315 11,290,838 

負債の部    

流動負債    

買掛金 189,940 257,804 

未払法人税等 320,489 112,036 

その他 396,315 387,544 

流動負債合計 906,745 757,384 

固定負債    

長期借入金 647,953 873,957 

繰延税金負債 572,735 528,879 

資産除去債務 40,589 40,942 

その他 38,997 36,420 

固定負債合計 1,300,275 1,480,200 

負債合計 2,207,021 2,237,585 

純資産の部    

株主資本    

資本金 658,674 661,149 

資本剰余金 598,474 600,949 

利益剰余金 6,742,173 6,615,921 

株主資本合計 7,999,323 7,878,019 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 1,142,170 1,103,028 

評価・換算差額等合計 1,142,170 1,103,028 

新株予約権 50,800 72,204 

純資産合計 9,192,294 9,053,253 

負債純資産合計 11,399,315 11,290,838 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高    

製品売上高 2,744,988 2,678,474 

ロイヤリティー収入 50,000 50,000 

売上高合計 2,794,988 2,728,474 

売上原価 1,014,301 1,000,584 

売上総利益 1,780,686 1,727,889 

販売費及び一般管理費 1,066,801 1,316,332 

営業利益 713,885 411,557 

営業外収益    

受取利息 1,427 1,205 

為替差益 39,105 44,550 

その他 1,731 5,270 

営業外収益合計 42,264 51,025 

経常利益 756,150 462,583 

特別損失    

固定資産除却損 96 87 

特別損失合計 96 87 

税引前四半期純利益 756,053 462,495 

法人税、住民税及び事業税 212,258 107,768 

法人税等調整額 10,027 △1,561 

法人税等合計 222,286 106,207 

四半期純利益 533,767 356,287 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 756,053 462,495 

減価償却費 64,053 59,588 

株式報酬費用 22,349 27,362 

受取利息及び受取配当金 △1,427 △1,205 

為替差損益（△は益） △18,511 △42,280 

売上債権の増減額（△は増加） 679,584 △103,826 

たな卸資産の増減額（△は増加） △107,721 △267,263 

前渡金の増減額（△は増加） △186,309 △23,859 

前払費用の増減額（△は増加） △4,224 △400 

仕入債務の増減額（△は減少） △18,925 67,863 

未払金の増減額（△は減少） △207,544 71,055 

未払費用の増減額（△は減少） △9,884 △1,462 

前受金の増減額（△は減少） △76,464 △83,765 

その他 20,201 △33,138 

小計 911,228 131,162 

利息及び配当金の受取額 2,631 1,187 

法人税等の支払額 △91,152 △314,671 

営業活動によるキャッシュ・フロー 822,707 △182,321 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △78,496 △12,534 

無形固定資産の取得による支出 △1,616 △8,668 

定期預金の預入による支出 △3,400,000 △3,400,000 

定期預金の払戻による収入 3,400,000 3,400,000 

その他 1,901 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △78,211 △21,203 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

リース債務の返済による支出 △2,299 △2,181 

長期借入れによる収入 － 226,004 

配当金の支払額 △288,415 △482,004 

ストックオプションの行使による収入 527 2,636 

財務活動によるキャッシュ・フロー △290,186 △255,545 

現金及び現金同等物に係る換算差額 18,511 42,280 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 472,820 △416,789 

現金及び現金同等物の期首残高 1,719,686 3,215,010 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,192,507 2,798,220 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自平成26年４

月１日 至平成26年９月30日）

 当社は、医薬品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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